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資料

矢n謳 't青幸反処ぷ里言詔PROLOG(その3)

大阪大学大型計算機センター 、思る里予 :n:: ヲ吾

大阪大学産業科学研究所 精昏仁］刃程――良E

1. はじめに

「その 1(大阪大学大型計算機センターニュース、 Vol.14、No.2(1984年 8月号、第 54号）、

pp.37-44)」では、 Prologの入門として、事実、ルール、バターン・マッチング、バックトラック、

リストなどの基本的な事項について説明し、「その2 (同、 Vol.15、No.4(1986年 2月号、第 60

号）、 pp.185-194)」では、階乗を求めるプログラムと appendのプログラムについて述べた。 いず

れも、プログラムはセンターで使用できる ShapeUpという Prologで記述してきたが、 具体的な

使い方については触れなかった。そこで、今回は「その 1」と「その2」の例を用いて、 ShapeUpの具

体的な使い方について述べよう。必要に応じて「その 1」と「その2」を参照されたい。なお、 Shape

Upのマニュアルとしては文献[1]がある。

2. ShapeUpの使い方

2. 1. システムの起動

ShapeUpの起動は、端末の種類により少し異なり、

OSHPI一英小文字を使用可能な ASCII端末(N6950、バソコン端末など）

OSHP2一英大文字のみ使用可能な ASCII端末

OSHP3 - J IS端末(N6300、ンリーズなど）

となる。 本稿では、最も多くのユーザが使用していると思われる英小文字を使用可能な ASCII端

末の場合について説明する。そこで、

SYSTEM ?SH Pl <!I 

*** SHAPEUP V 1.12.A6S started (please do':-versionup.'to confirm)*** 

＞ 

とすると、 ShapeUpシステムが起動される（下線を引いた部分はユーザの入力を表わす。 以下も同

じ。 また、＆は「return」、「書き込み」、「送信」などのキィーを表わす。以下では、特に強調する

場合以外は、入力の終わりの＆を省略する）。 ShapeUpでのプロンプトは＞である。

システムからのメッセージに従って、
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>:-VERSIONUP. 

とすると、

*** Version-Up information *** Welcome to ShapeUp Vl.12.A6S ネ枯

This version is for the terminals which are able to use smal I and 
capital characters, such as, N6950, PC's, VT's , and so on. 

＞ 

[News for this version.] 
l Automatic"?-" is supported. Try to input".". 
2 Hi story is a I so supported. Try to input ":". 
3 Changed the signal for stpm continue from";" to "Cr". 

Version 

l.12.A6S 
l.ll.A6S 
l. l0.A6S 
l.OO.A6S 

Date I nformat1on 
3/27'85 changed the IBSIZE from 800 to 1200. 
2/28'85 updated for official release. 
10/21'83 
7/20'83 
2/ 1'83 ShapeUp 1st version. 

という情報が得られる。 3-4行目の内容は、 SHPl、SHP2、SHP3で異なる。 Newsの 1、2、3につ

いては、以下で説明する。

2.2. 基本的な使い方

さて、「その 1」の例をもとにして（必ずしも「その 1」のものと同じではない）、 ShapeUpの実際の

使い方について述べていこう。

>l,OVF.S〈TOM,Sl!SAN).

＞ 

で、事実を登録できる。最後に．を入れるのを忘れないように注意しよう。

すると、 yes/noの問い合わせは、

>?-LOVES(T闇，StJSAN).

>?-LOVF.S(TOM号NAN1.Y),
NO! 

＞ 

とすればよい。 yesのときには、何も表示されない。また、変数を含む問い合わせは、
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>?-LOVES(TOMぷX).
:f:X = SUSAN 
?~ 

>?-LOVES(中X,SUSAN).
秘=TOM 
?~ 

>?-LOVES(ネX、ネY).
*X = TOM 
中Y= SUSAN 
?JD.. 

＞
 

となる。このとき、？のプロンプトが出るが、これについては後で説明するので、今は』だけを

入力しておくことにする。

さて、事実とルールを追加しよう。 ／＊ ネ／でかこまれた部分は ShapeUpの注釈である。

>I ,OVF.~(TOM, MARY). 

>TOGF.THF.R〈TOM.MARY),

>KISS(中MAN,ネ卯MAN);-LOVES(中MAN,:f:WOMAN),
ネ TOGETHER(中MAN,中WOMAN).

／中 2行に渡る節の入力 *I

＞
 

節の終わりは．で判定しているので、 ．を入れ忘れる（慣れるまではよく忘れる）と、中のプロン

プトが出てしまう。そのときは、＊のプロンプトに対して．のみを入力すればよい。

これに対して、いくつかの問い合わせを行なおう。いくつかの問い合わせを続けて行なうときに

は、？—モードを使うと便利である。

>~ 
> ?-KISS(TOM,MARY), 

> ?-KISS(TOM,SIISAN), 
NO! 

> ?-KISS(TOM,*X). 
*X = MARY 
？辿

I* ?-モードに入る *I
／ネ プロンプトが>?-しこなる *I

> ?-

ここで、事実を 1つ追加しよう。
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> ? —逗
>LOVES(TOM,SISTER(.IOHN)). 

＞ 

／ネ?-モードから出るネ／

さて、現在の節の登録状態はどうなっているだろうか。 これをみるために LISTという述語（関

敬子）がある。

>:-LIST. 
LOVES(TOM,SUSAN). 
LOVES(TOM,MARY). 
LOVES(TOM,SISTER(JOHN)). 
TOGETHER(TOM,MARY). 

KISS(*MAN,*WOMAN) :-LOVES(*MAN,*WOMAN), 
TOGETHER(*MAN,*WOMAN). 

＞ 

:—で始まるものも、問い合わせの一種である。 述語 LISTでは、節を左辺の述語ごとに集めた形

（同じ述語の中では入力した順）で表示される。

いままでの例で分かるように、 ShapeUpには、 2通りの問い合わせのしかたがある。それらは、

解を 1つだけ見つける方法（：ーで節を始める）と複数個の解を見つける方法(?—で節を始める）であ

る。また、：ーでは変数の値を表示しないが、？—では変数の値を表示する。

>; -1,0VF.S(TOM, :J:X), 

>?-1.0VF.S〈TOM,ネX),

*X = SUSAN 
？逗
叙=MARY 

？逗
*X = SISTER(JOHN) 
？逗
NO! 

>?-LOVES(TOM, ネX).

ネX= SUSAN 
？逗

*X = MARY 
？辿

＞ 

I*解を 1つだけ見つけ、変数の値を表示しない＊／

／ネ解を次々と見つけ、変数の値を表示する *1

／ネ ；』は「次の解を見つけよ」を意味する中／

／ネ 』のみは「これで解をさがすのをやめろ」を意味する ＊／ 

さらに、述語 LISTは引数をつけると、次のように特定の述語に関する節のみを表示することも

できる。
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>:・LIST(LOVES). 
LOVES(TOM,SUSAN). 
LOVES(TOM,MARY). 
LOVES(TOM,SISTER(JOHN)). 

／ネ述語 LOVESに関する節のみ表示するネ／

＞ 

また、不必要な節は述語 RETRACTNで削除できる。

>:-RETRA叩 (LOVES,2).

>:-RETRA汀N(KISS,l).

／ネ述語 LOVESの 2番目の節を削除切

／ネ述語 KISSの 1番目の節を削除ネ／

>:-1,1汀．
LOVES(TOM,SUSAN). 
LOVES(TOM,SISTER(JOHN)). 
TOGETHER(TOM,MARY). 

＞ 

述語 RETRACTNの 2番目の引数は、 LISTの表示中の順番を表わす。

さらに、新しいプログラムを入力するために、今、登録されている節をすべて消去するには、

>>CLEAR. 

>:-1.1: ． 

＞ 

とすればよい。

2.3. 階乗のプログラムと実行のトレース

／ネすべての節を消去するネ／

／ネ確認する :j:/

さて、「その2」の階乗のプログラムを実行させてみよう。まず、プログラムを入力する。

>FACTORIAL(! .0). 

>FACTORIAL〈ネNF.ネN):--(:J:M曹ネN貪 1)賣

ネ FACTORIAL(:f:MF,象M)_._
ネ ネ〈NF.:j:N. 柔MF).

＞ 

そして、実行させてみると、

>?-FACTORIAL(ネA,3).
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! ! argument O must be integer. : ネ
!! LOCAL STACK overflow. 
please respond'Cr'(don't modify) or integer (new max size). 

SIZE (100) =>~ 

＞ 

のようにエラーになってしまう（エラー・メッセージの一覧とその説明は文献[l]の pp.47-53にあ

る）。 このエラー・メッセージをみると、どこかの述語の第 0引数（引数は 0から敬える）が整数

でなければならないのに、整数になっていないことが分かる。そして、それが原因で LOCALSTACK 

（実行のための作業用スタックと考えればよい）がオーバフローしているらしい。

プログラムを見ても誤りが分からない（分かりますか？）ので、実行過程をトレースしてみよう。

このために、 ShapeUpにはステップ・モードと呼ばれるものがある。

>:-STPMON. 
<SUCCESS> STPMON 

／ネ stepmode on : ステップ・モードに入る＊／

>?-FA1.TORIAL(中A,:n.
[COMMAND] ?-f'ACTORIAL(*A,3). 

<CALL> FACTORIAL(undefine,3) 
[1] FACTOR I AL(l ,O).? 辿 ／＊中断 1。』は「そのまま続きを実行せよ」ネ／

<UF-f'AIL> 
[1] FACTOR I AL(*Nf', *N) : --(*M, *N, 1), FACTOR I AL(*Mf' 

, *M), ネ(NF,*N, *MF). ?dJ.. I*中断2 中／

<CALL> -(undefine,3,1) 
<SUCCESS> -(2,3, 1) 
<CALL> FACTORIAL(undefine,2) 

[2] FACTOR I AL(l ,O). ?dJ.. I*中断3*!
<UF-f'AIL> 

[2] f'ACTORIAL(*NF, *N) :--(ネM,*N, 1), FACTORIAL( 
割F,*M), ネ(NF,*N, *MF').? 辿 ／＊中断4 ネ／

<CALL> ー(undefine,2,1)
<SUCCESS> -(1,2, 1) 
<CALL> FACTORIAL(undef i ne, 1) 

[3] f'ACTORIAL(l,O).? 辿 ／＊中断5 ネ／

<UF-f'AIL> 
[3] f'ACTORIAL(*Nf', *N) :--(*M, *N, 1), FACTOR! 

AL(:l:Mf', *M), ネ(NF,*N, *MF).?dJ.. I*中断6 ネ／

<CALL> -(undefine,1,1) 
<SUCCESS> -(0,1,1) 
<CALL> FACTOR I AL(undef i ne,O) 
! [ 4] FACTOR I AL(l ,O). ?dJ.. I*中断7 ネ／

<SUCCESS> f'ACTORIAL(l,O) 

! ! ! <CALL> ネ(NF',1, 1) 
! ! argument O must be integer. : * 
! ! ! <FAIL> 

<RETRY> f'ACTORIAL(undefine,0) 

[4] f'ACTORIAL(*Nf', *N) :--(中M,*N, 1), FACT 

ORIAL(*MF, *M), 中(NF',*N, *MF).? 辿 1*8*1
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<CALL> -(undef i ne,0, 1) 
<SUCCESS> -(-1,0,1) 

<CALL> FACTOR I AL(undef i ne, -1) 
[5] FACTORIAL(l,O).?.&_ /ネ中断9 ネ／

<UF-FAIL> 

! [5] FACTORIAL(*NF, ネN): —ー（割，ネN, 1), F 
I I I I I • • ACTORIAL(ネMF,中M), ネ(NF,ネN,ネMF).?M
!! LOCAL STACK overf I ow. 
p I ease respond'Cr'(don't modify) or integer (new max size). 

SIZE (100) => .&_ 

＞ 

トレースにおいて、 <CALL>は実行すべき述語を表わし、 [l]や[2]などは実行のレベルを表わす。

レベル[n]の右辺の述語を実行するためにバターン・マッチング（ユニフィケーション）を行なうとき

にレベルが[n+l]になる。 そして、このときに実行を中断し、ユーザにトレースに関する指示をあ

おぐ。 これに対して、』のみを入力すると、ステップ・モードのまま続きを実行するが、 E(!J を

入力すると、ステップ・モードから抜け出す（したがって、トレース情報を表示せずに、実行を続け

る）。さて、上のトレース情報をみると、エラー・メッセージがネ(NF,1, 1)の実行中に出ているの

が分かる。 そこで、この述語をよく見ると、 *NFであるべきところが、 NFになっているのが分か

る。 NFでは整数とマッチできないので、このようなエラー・メッセージが出ていた訳である。

ShapeUpの中で、これを修正するには、この節を削除してから、新たに入れ直すしか方法がない。

>:-LIST. 
FACTOR I AL(l ,O). 
FACTORIAL(:J:NF, :J:N) :--(:J:M, :J:N, 1), 

FACTORIAL(:J:MF, 中M),
中(NF,中N,:J:MF). 

＞違ETRACTNffACTORIAL,2). I* FACTORIALの 2番目の節を削除する＊／

>FACTORIAL(ネNF.ネN):--(*M, ネN,I), 

* FACTORIAL(ネMF,ネM),
＊ ネ(*NF,ネN,中MF).

＞ 

修正できたので、もう一度、実行させると、

>?-FA(:TORIAI.(中A,3).
糾=6 

？逗
!! LOCAL STACK overflow. 
please respond'Cr'(don't modify) or integer (new max size). 

SIZE (100) => .dL 
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＞ 

となる。 この場合には、次の解を求めようとすると、 LOCALSTACKがオーパフローしてしまう（な

ぜか？）。確認のために、トレースさせてみると、

>?-STPMON,FAC:TORIAllえA,'.l).STPMOFF. I* STPMOFF : step川odeoff *I 
<SUCCESS> STPMON 
<CALL> FACTORIAL(undefine,3) 

[l] FACTORIAL(l,O).? 鑓 ／＊中断。＊＆は「中断せずに続きを実行せよ」＊／

<UP-FAIL> 
[1] FACTORIAL(*NF, *N) :--(*M, *N, 1), FACTORIAL(*MF 

, *M), *(*NF, *N, *MF). 
<CALL> -(undefine,3,1) 
<SUCCESS> -(2,3,1) 
<CALL> FACTORIAL(undefine,2) 

[2] FACTORIAL(l,O). 
<Ur-FAIL> 

[2] FACTORIAL(*NF, *N) :--(*M, *N, 1), FACTORIAL( 
*MF, *M), *(*NF, *N, *MF). 

<CALL> -(undefine,2,1) 
<SUCCESS> -(1, 2, 1) 
<CALL?'FACTORIAL(undef i ne, 1) 

[3] FACTORIAL(l ,O). 
<Ur-FAIL> 

[3] FACTORIAL(*NF, *N) :--(*M, *N, 1), 

AL(*MF, *M), 字(*NF,*N, *MF). 
<CALL> -(undefine,1,1) 
<SUCCESS> -(0, 1, 1) 
<CALL> FACTORIAL(undefine,0) 
! [4] FACTORIAL(l ,O). 
<SUCCESS> FACTORIAL(l,O) 
<CALL> *(undef i ne, 1, 1) 
<SUCCESS> *(1,1,1) 

<SUCCESS> FACTOR I AL(l , 1) 
<CALL> 象(undefi ne,2, 1) 

<SUCCESS> *(2,2,1) 
<SUCCESS> FACTORIAL(2,2) 
<CALL> 象(undefine,3,2)
<SUCCESS> *(6,3,2) 

<SUCCESS> FACTORIAL(6,3) 
<CALL> STPMOFF 
*A= 6 
？過

＞ 

FACTORI 

となって、正しく動作しているのが分かる。中断時に、言』を入れると、トレース情報は表示する

が、中断せずに最後まで実行してくれる。 これを見ると、 <CALL>と <SUCCESS>が！の線を介し

て、きちんと対応しているのが分かる。
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さて、このプログラムをファイルに菩えよう。そのためには、

>:-TELL(FACT).RESAVE,CLOSE(FACT). /ネファイル FACTにプログラムをセーブするネ／

＞ 

とすればよい。ここで、 TELし(FACT)は FACTというファイルを出力用に開くことを、 RESAVEは現

在のプログラムを LISTと同じ形でファイルに出力することを、 CLOSE(FACT)は FACTというファ

イルを閉じることを指定する組み込み述語である。ただし、このときに作られるファイルはテンポ

ラリ・ファイルである。これを、 ShapeUpの中から確認するには、

>: -SYSTEM<Fl.l ST). I象TSSの FLISTコマンドを実行する＊／
FILE.NAME (FC) MODE SIZE(LLINK) CATALOG.STRING OR FILE TYPE 
SY** RAND 2 TEMPORARY 
FACT LI N K 12 TEMPORARY 

FLIST normally terminated 

＞ 

とすることにより可能である。述語 SYSTEMの引数に、特殊文字（字（），など）を含む場合は、引

””でくくればよい（この規則は、述語 SYSTEMに対してだけではなく、一般の述語に対

しても有効である）。なお、テンポラリ・ファイルをバーマネント・ファイルにする方法については、

文献[2]の p.35を参照されたい。

これで、ひと区切りになるので、一度、 ShapeUpを終了しよう。

>: ・END. ／ネ ShapeUpを終了するネ／

苓蒜 S畑peUpversion !. 12.A6S normally ter町natedネ認

(C&C Systems Research Lab's NEC) 

SYSTEM? 

2.4. ファイルヘの書き出しとファイルからの読み込みー appendプログラムを例にして

前節までの説明では、プログラムの誤りを見つけても、 ShapeUpの中では、節を削除し、入れ直

すしか方法がなかった。このままでは、プログラムのデバッグなど、とてもできないが、エディタ

と組合わせて使用する方法がある。「その2」の appendプログラムを例にして、その方法について

説明しよう。なお、最近ではスクリーン・エディタを用いるのが普通であるが、使用できる端末に

制限があるので、本稿では、無手順端末からでも使用できる行エディタを用いることにする。
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SYSTEM ?EDIT NEW I*行エディタで新たにプログラムを作る＊／

ENTER 

糾PPEND(「1,中x.中Y). I*誤りあり中／

*APPENO(「中HIネXl,中Y,「ネHI中Zl):-APPENoqx, ネY,中Z).
屯』

-SAVF. AP I* APというファイルに香き出すネ／

DATA SAVED-AP 

APPEND([], ネX,*Y). 

これで、 APPENDのプログラムを APというファイルに書き出すことができた。 SHP3により起動し

ている場合（すなわち、 JIS端末を使用している場合）には、 Iに対応するキィーがないので、代わ

りに＄を使うことに注意しよう。 なお、エディタのサプコマンド中には注釈を香けないが、便宜

上、 ShapeUpと同じ形式で注釈を書くことにする。

そして、•エディタの中から ShapeUp を起動する。

｛迅肛 はエディタの中から ShapeUpを起動する中／

ネネネ SHAPEUP V 1.12.A6S started (please do ':-versionup.' to confirm) ネ辞

>:-Sf.F.(AP),(:ONSUI.T.CI.OSF.(AP), ／ネファイル APからプログラムを読み込む中／

>:-LIST. 
APPEND([], ネX,*Y). 
APPEND([中HIネX],*Y, [ネHIネZ]): -APPEND(ネX,ネY.*Z). 

＞ 

ここで、 SEE(AP)は APというファイルを入力用に開くことを、 CONSULTはファイルからプログラ

ムを読み込む（現在のプログラムに追加する）ことを、 CLOSE(AP)は前にも述べたように APという

ファイルを閉じることを指定する組み込み述語である。

このプログラムを実行してみよう。

>?-APPEND(「A,B],「C,D,El,*A). 
*A= [A,Blundefine] 
？逗
NO! 

＞ 

／＊実行結果は誤っている＊／

となって、思いどおりの結果が出ない。しかし、このエラーはプログラムを見ると、すぐに分かり
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（分かりますね？）、 1番目の節で、ネXとなるべきところが約となっている。このとき、 ShapeUp

の中では修正を行なわずに、いったん、エディタに返って修正し、ファイルに書き出してから、も

う一度 ShapeUpを起動し、プログラム全体をファイルから読み込むようにする。

>:-ENO. ／＊いったん ShapeUpを終わる中／

ネ**ShapeUp version l.12.A6S normally terminated枯＊

(C&C Systems Research Lab's NEC) 

APPEND([], *X, *Y). 

-LLSI Iネエディタに戻ると前の内容がそのまま残っている＊／
APPEND([], ネX,ネY).

APPENO([*H I *X], *Y, [*H IネZ]): -APPEND(ネX,ネY,ネZ).

APPEND([], ネX,*Y). 

-RVS:/Y/:/X/ 

APPEND([], *X, *X). 

-lliI 
APPEND([], :l:X, tX). 

I*文字列 Yを Xに置き換える＊／

APPEND([:l:H I :1:X], :l:Y, [中HI :1:Z]) :-APPEND(中X,:l:Y, ネZ).

APPEND([], *X, *X). 

-RESAVE AP 
DATA SAVED-AP 

APPEND([], *X, *X). 

一寧

／ネファイル APにもう一度書き出す＊／

／＊エディタの中から ShapeUpを再起動する＊／

*** SHAPEUP V 1.12.A6S started (please do':-versionup.'to confirm)**ネ

>; -SF.F.(AP) ,CONS¥11.T ,(:l,OSF.(AP). ／＊ファイル APからプログラムを読み込むネ／

>:-LIST. 
APPEND([], ネX,ネX).

APPEND([*H IネX],中Y,[判 I*Z]) :-APPEND(ネX,ネY,*Z). 

＞ 

エディタの使って、プログラムを修正する方法については、文献[2]の pp.47-59も参照されたい。
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このプログラムを実行してみよう。

>?-APPE~D( 「A,Bl, 「C,D,El,*A). 
*A= [A,B,C,D,E] 
？辿

>?-APPF.NO(「A,R,1.]。*A'「A,R,1.,「), n〉,

糾=[D,E] 

?d!. 

>?-APPF.NO(まA,「[),F,l,「A鴫R,C.O,F.l),
ネA=[A,B,C] 
?d!. 

＞逗

>?-APPEND(「A,X].*A.「A.B,C,D疇 E]).
NO! 

> ?-APPEND(「A,C,Bl,ネA,「A,B,C,D,El)
NO! 
>?-APPEND(ネA.「Xl、「A,B,C,D,El)
NO! 

> ?-APPEND(*A, [E,D], 「A,B,C,D,E])
NO! 

>?-APPEND(ネA,ネB令「A,B,C,D,El).
訊＝［］
ネB= [A,B,C,D,E] 
？逗
糾=[A] 

ネB= [B,C,D,E] 
？逗
糾=[A,B] 
ネB= [C,D,E] 
？逗
ネA=[A,B,C] 
祁=[D,E] 
？逗
ネA=[A,B,C,D] 
祁=[EJ 
？逗
ネA=[A,B,C,D,E] 
祁＝［］

翌
> ?-凶
＞ 

／ネ ?—モードに入るネ／

／吝 ?-モードから出るネ／

これで、プログラムが正しく動作していることが確認できた（トレースをとって動作を確認するこ
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と

このよう

そこで、

＞ 

まかせる〉。

すると冷ファイルから ム ことになる。

のよう

と

: -LOAD(AP). のよう

ShapeUp 

ることも考えられる。しかし、エディタ

1回だけ LOADを使うだけである

し

しOAD らない。このようなとき

ァイルの機能である。これは、 ShapeUpを超動するときに、しIBFLという

ゲアクセスもファイルとして存在するか AFTに登録されていると、自

えてしまっているので、

ライブラリワ

ァイルがクイッ

るという様能である。 したがって、ファイル LIBFL

よい。このファイルはエディタで作成してもよいが、

LOADの定義を入れておけ

してから人れた方がよいので、

ShapeUpの中で作成できるようになっている。

‘‘ L. L. 

>:-(UAR. 

>>LI ST. 
しOAD(名X): -SEE(ネX),CONSUしT,CLOSE(ネX),LIST.

／象以下で、

／言 LOAD

>: -LOAD(AP). /象

LOAD(象X):-SEE(象X),CONSULT,CLOSE(言X),LIST.
APPEND([], 言X,
APPEND([象HI象X],象y'[象HIネZ]):-APPEND(象X,象V,象Z).

う象／

る象／

る象／

>:-LI RRARY(LOAO)ゆ I* LOADをライブラリに入れる言／

>: -LI汀 ／象ライプラリ内の節は表示されない＊／
APPEND([], 象X,象X〉.
APPEND([*H I象X],*Y, [甜 I象Z]):-APPEND(字X,言Y,象Z).

＞ 

した LOADには、プログラムを読み込んでから、現在のプログラム るよ

うに、 LISTを追加してある。 また、述語 LIBRARYで節を指定すると、指定された節は述

LISTでは表示されなくなる。しかし、実行に間して れているのと同じである。そして、

LIBRARYで指定された節は、 ShapeUpの 終了時に LIBFLというテンポラリ令ファイルに書き出さ

れる。
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さて、 LOADをライプラリに追加したついでに、 現在のプログラムをファイルに書き出す SAVE

もライプラリに追加しておこう。これは ShapeUp(])中で簡単な修正や追加を行なったときに使う。

>SAVE(松）：— TELL(*X),RESAVE,CLOSE(ネX).

>:-SAVE(API). 

／ネ SAVEを定義する＊／

>:-SYSTEM(F~IST). 
FILE.NAME (FC) MODE 

I* TSSの FLISTコマンドにより APを確認するネ／

SIZE(LLJNK) CATALOG.STRING OR FILE TYPE 

SY** RAND 2 TEMPORARY 

FACT LINK 12 TEMPORARY 

AP LINK 1 A60000/AP 

*SRC LINK 12 TEMPORARY 
APl LINK 12 TEMPORARY 

FLIST normally terminated 

>:・LIBRARY(SAVE), I* SAVEをライプラリに入れる＊／

>:-usr. 
APPEND([], *X, *X). 
APPEND([*H I *X], *Y, [*H I *Z]) :-APPEND(*X, *Y, *Z). 

>:-END. 

*** ShapeUp version 1. 12.A6S normally terminated *** 
(C&C Systems Research Lab's NEC) 

APPEND([], :(:X, :(:X). 

-f.Ll.SI 
FILE.NAME (FC) MODE 

／ネ TSSの FLISTコマンドにより LIBFLを確認する中／

SIZE(LLINK) CATALOG.STRING OR FILE TYPE 

SY** RAND 
FACT LINK 
AP LINK 
ネSRC LINK 
APl LINK 
LI BFL LINK 

APPEND([], :f:X, :(:X). 

2 TEMPORARY 
12 TEMPORARY 
1 A60000/AP 
12 TEMPORARY 
12 TEMPORARY 
12 TEMPORARY 

ライプラリ・ファイルの確認のため、もう一度、 ShapeUpを起動すると、

S皿

*** SHAPEUP V l.12.A6S started (please do':-versionup.'to confirm)*** 
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! ! Restoring I i brary functions from "LI BFL". 

＞ 

のようにライプラリ・ファイルを読み込んだというメッセージが表示される。ライプラリ・ファイ

ルの中に定義してある節は、述語 LIBRARYで登録したのと同じ状態になっているので、述語 LIST

では表示できない（述語 DLIBRARYを用いると通常の節に戻せる）。

差リストを用いた appendのプログラムの実行については省略するので、読者自身で試みていた

だきたい。

2.5. その他

ここでは、プログラムの入力、デバッグ、実行のときに便利な機能をいくつか紹介しよう。

(1)入力の拡張： Prologでは、同じ左辺をもつ節をいくつか定義するのが普通である。 ShapeUp 

では、このようなときに入力の手間を減らすことができるように、次のような形の人力が可能にな

っている。

>A : -B; C, D; E, F, G. 

これは、

>A :-B. 

．
 

G
 

•9 D

F

 

9

9

 

C

E

 

g

-

―
 

•••• 
A

A

 

＞

＞

 

のような3つの節を定義するのと同じである。

(2)ヒストリ機能：デバッグのときには、同じ問い合わせを何度も行ないたいことが多い。そこで、

ShapelJpはユーザの問い合わせ（すなわち、：ーと？ーで始まる節）に番号を付けて、最近の 10個

を覚えている。そして、

>: <1l 

とすると、覚えている 10個の問い合わせを番号と共に表示してくれ、

＞：番号』

により、その番号の問い合わせを実行できる。
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(3)述語 HELP: ShapeUpの組み込み述語の説明のために、 HELPという述語がある。

>:-HELP. 

ネCategory(I, A, C, M, T, D, 0, N, Cr)象？

ここで、入力できるのは（）の中の文字であるが、その意味は次の通りである。

I: 入出力用の組み込み述語

A: 算術演算および比較演算の組み込み述語

C: 実行制御用の組み込み述語

M: メタロジカルな（プログラムを変更する）組み込み述語

T: 型チェックおよび型変換用の組み込み述語

0: デバッグを支援する紺み込み述語

〇：問い合わせに間する組み込み述語

N : 紺み込み述語の名前のみ

Cr : HELPを終了

そして、内容が多過ぎて、 1画面に入りきらないときは、

ネcontinued(";"or Cr)象？

というメッセージが出る。 ここで、；』を入れると、続き

の表示を終わり、また、 1から Nまでをきいてくる。

し、』のみを入れると、この項

以上、本節では ShapeUpのプログラムを作成。デバッグ・保守していくための方法について説

明した。 本稿で説明した以外の組み込み述語や組み込み述語の詳しい説明などは、文献[I]を参照

されたい。

3. おわりに

以上、センターで利用できる Prologである ShapeUpについて、 基本的な使い方、トレー

能、プログラムのファイルヘの書き出しとファイルからの読み込み、ライプラリ様能につ

的な例を用いて説明した。 Prologのよう

と試みて頂きたい。

実際に使ってみるのが一番である。いろいろ

次回は、 Prologの応用として、 自然言語の処理について述べる予定である。

1. ShapeUp仕様書(Vl)、58p.、日本電気株式会社 C&C研究所 (1984)。

2. TSSの手引（昭和 60年 3月）、 190p.、大阪大学大型計算機センター (1985)。
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